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オ オ ム ギ の 耐 ア ブ ラ ム シ 性

第 1報 圃場における4種アブラムシの発生消長

河 田 和 雄 ･兼 久 勝 夫 ･積 木 久 明

福岡まり子 ･白神 孝

ムギ類に寄生するアブラムシとして,国外から31種,国内から7種報告されているが,

1･5r6,13)そのうち,国内のムギ類で大発生 し.大 きな被害をもたらす種としてムギクビレ

アプラムシ, トウモロコシアブラムシ,ムギヒゲナガアブラムシがあげられている. しか

し,これらアブラムシのオオムギにおける発生の実体についてはあまりよく知 られていな

し1

近年,ビール麦を中心としたムギ類の作付体系の変化と栽培面積の増加するのに伴 って,

アブラムシの被害も年々増大する傾向にあり,その防除対策の有力な手段 として,アブラ

ムシに対する抵抗性品種の育成が望まれている.

当研究室では,系統保存中のオオムギのなかから,アブラムシの攻撃に対 して抵抗力 を

持つ系統の選抜と,その耐虫性機構の解明について研究を進めているが,まず基礎資料を

得る目的で,オオムギ餌場に飛来 し,加害するアブラムシの発生消長について調査 したの

で,その結果を報告する.

本研究を遂行するに当り,種々ご協力頂いた人を系耗保存施設の小西猛朗助教授,作物i削Lf学部門の各

位ならびにアブラムシの同定をお願いした虫単成大学の宗林正人教授に深謝するととい 二,賀験に協力頂

いた斉藤肺,藤山由加里及び内山真二の諸氏に感謝する.

材 料 と 方 法

調査材料は岡山大学農業生物研究所大麦系統保存施設に保有中の世界各地から収集 した

系統のうち,1984年から1986年までの 3年間に当研究所固.場に植 え付けられた5.420系統

である.調査は毎年春のオオムギ生育期間中の約 2箇月間とし,毎週 1回各系統 1区20個

体 (樵)について,茎ごとにアブラムシの寮生の有無 を調べ,寄生茎数 0-10本までに0,

ll-20本までに1,21-40本までに2,41-80本までに3,80本以上に4点を与え,その

合計点数をアブラムシ指標 (aphidlndex)とし,発生盤を評価 した.また,1985年には,

オオムギ圃場内の 2箇所に直径28cm深さ12cmの紫色水盤 トラップを設置 し,その中へ飛来

した有趨アブラムシの数を調べるとともに,ムギ類 を寄主とするアブラムシについては,

種類の同定も合わせて行った.
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結 果

l.有辺アブラムシの種類と飛来数

黄色水盤 トラップにJIを来した有趨ア7う ムシの飛来時期と飛来数との閑係 を調べたとこ

ち,1985年 4月 2日から6月 5Hまでの約 2箇月間に合計70]匹の有趨アブラムシが梢来

した,そのうち,ムギ類を主な凍土とするアブラムシはムギクビレアプラムシ Rhqpalo-

3LPhumpadl,トウモロコシア7う ムシ R,maLdLS,ムギヒゲナガアブラムシSuob10nakebiae,

ムキ ミドリアプラムシ Schi2,aPhugranulLu7nの 4種34lTEであった (第 1回).このなかで

はムギクビレアプラムシが故も多く70.6%を古めたが,トウモロコシアプラムシは】4.7%,

ムギヒゲナガアブラムシは8.8%,ムキ ミドリアプラムシは5.9%にとどまった_ムキクビ

レア7'ラムシは4月19日に初めて飛来 し,その後 6月 5日までの間に,少しずつ･ilえなが

ら.はば連続的にJli来した,他の3櫨は4月17日から5月13日の間.断続的に数回,僅か

に1-2匹ずつ飛来 したのみであった (第 1表).

2.4種アブラムシの圃場における発生消長

1984年秋に播種したオオムギ1886系統について,1985年の4月23日から6月11日まで.

アブラムシの種類別に,前述の方法によって発Lf_:/(を推定 したところ,ムギクビレアプラ

ムシ,トウモロコシアプラムシ及びムギヒゲナガアブラムシの 3柑 ま4月23日から出現 し,

オオムギの生育するのに伴って急激に増殖し, トウモロコシアブラムシとムギヒゲナガア

ブラムシの2唖は1週間後の4月30[=二は早くもE罷高に適した.その後 トウモロコシアブ

ラムシは急激に,ムギヒゲナガアブラムシは徐々に減少 し.オオムギの成熟期に入る6月

上旬には両種とも激減した.ムギクビレアプラムシの発生韻は,4月30日に急にふえるが,

その後一一時的に減少する-しかし, 5月7日より再び少 しずつふえ始め,6月 4ロには椴

高に逢した.そして 1週間後の6月11日には早くも減少する傾向を示した.ムギ ミドリア

プラムシは他の3桂より1週間おくれて4月30日に初めて出現 した.その後 6月11日まで

発生 したが,発生最は4社中般低であった (第 2図).

3.発生量の年次変動

1984年から1986年までの 3年間における発生鼠の年次変動を前述の方法に従って推定 し

た.ここでは,4穐77'う ムシを合わせて取り扱ったー1984年は5月7日に出現 した.そ

してその後急激に増加 し, 5月28日には埴酎 二達 したが, 1週･問後の6月 4日は早 (/も減

少する傾向を示し, 6月11日には殆んど見られなくなった.1985年は4月23日に出現 し,

6月11日まで比較的長期間発生 したが,発隼IT(は3年間中位低であった.1986年は4月30

BILh現 し,その後急激に増加 し,2過闘 麦の5月14日には早くも椴高に適 したが,その後

減少する傾向を示 した.1984年と1986年の両年は出現時期と発唯の山に多少のずれが見ら

れたが,非常によく似た-山型の発生経過を示 した (第 3図).

4.耐虫性の系統間差

アブラムシの発生は年次間変動が大きいため,耐虫性系統の検定は各年度ごとに実施 し

た.アブラムシ指標が1984年には2-19,1985年には0-6,1986年には2-16までの広
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範囲に及ぶため,耐虫性の判r/E姓準として,1985年は0,1984年と1986年は2以下の系統

を耐虫性とみなした (第2表).

次に見本として毎年植付けられる60系統のうち,45系統について反覆調査 したところ,

1984年と1986年の発生最にはγ-0.469(P<0.01)で示される相関関係が認められた (第

4回).
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考 察

国内でムギ軸に寄生 し,加害する3種アプラムシのうち,ムギクビレアプラムシとムギ

ヒゲナガアブラムシの 2種はオオムギ,コムギの両方に寄生 し, トウモロコシ77う ムシ

はオオムギのみでコム羊には殆んど寄生 しない5･6).今回の調査によると,オオムギには

上記 3種のほか,新たにムギ ミドリアブラムシが寄せし加害することが判明した.ムギ ミ

ドリアブラムシは,国外,特に北米大陸ではオオムギの来賓害虫のひとつにあげられてい

るが2),国内でオオムギに草生 し,増殖することが確認されたのは今回が投初である.当

研究所のオオムギ幽場ではムギクビレアプラムシが優占種で,その次に発生が多かった種

は トウモロコシアブラムシで以下,ムギヒゲナガアプラムシ,ムギ ミドリアブラムシの順

であった.優占種はそれぞれの種の食性の違いや,生息環境に対する適応性の差によって

決まるものと思われる,春のオオムギ圃場におけるアブラムシの発生は,先ず有麹虫の飛

来することから始まる.開場における4枚アプラムシの発生と,黄色水盤 トラップに飛来

する有麹虫との間には密接な関係がある.般初に飛火した種は, トウモロコシ77う ムシ

で,4月17日に2匹確認 した.ムギクビレアプラムシ,ムギヒゲナガアブラムシ及びムギ

ミドリアブラムシの3種も数日後には,位初の有麹虫が飛来している.恐 らく,この頃多

数の有趨虫が飛火し,定着後次第に増殖 を続けながら,圃場全体に移動分散するものと考

えられる.寄生期間は4月中下旬から6月中下旬までの約 2箇月間であるが,発生量は5

月中下旬に最高となる,

ムギ類に寄生するアブラムシの越冬生態については不明の点が多い.ムギクビレアプラ

ムシ,ムギヒゲナガアブラムシ及びムギ ミドリアプラムシは,卵態で越冬する完全生活環

系統の存在することが確認されているが10,日), トウモロコシアブラムシの完全生活環系

統はまだ確認されていない.アブラムシは低温短日条件 (15℃,14LIOD以下)によって,

有性生殖世代の出現する完全生活環系統と,山現 しない不完全生活環系統の両系統を持つ

種が多い.

寒冷地では完全年活環が,温暖地では不完全生活環が一般的であり,その中間地帯では,

両系統が混在する8).倉敷地方においては,ムギ類に寄生するアブラムシの完全生活環系

統はこれまでに確認されていない.ムギクビレアプラムシは真冬でも胎生虫がムギ類に寄

生 しているので,当地方では不完全生活環系統が存在 しているものと考えられる.胎r4=_負

で越冬する場合には,翌春の発生時期や発生髄は,冬の気象条件によって影啓されやすい.

アブラムシの発生は年次間変動が大きい.今回の調査でも1984年と1986年は比較的よく

以た発生経過を示したが,1985年は全般的に発生数が少なく,アブラムシ発生消長を示す

典型的な-山型とは異なる特異な発生経過を示 した,気象要因はアブラムシの発生に大き

な影響を与えていることが知られている7).温度が高くなると,アブラムシの発育と産子

が促進される.従って発生址は普通多くなるが,降雨は飛期をはじめ定着行動 を防害 し,

発生畳を減らすrrl因となる.今回の調査では.アブラムシの増殖に関係のある4月と5月

の気温が高かった1985年は,他の年に比べて発生址がむしろ少なくなっており,気温の影

熟 まないものと考えられる.また降雨との関係についてみると,1985年には4月中旬の降

雨が異常に多かった (第 3表).この時期は丁梗有麹虫の飛来する時期に当るため,降雨

によって発生源となる有趨虫の飛来が阻止され.その後の定着増殖に影響を与えたものと
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考えられる.アブラムシの発生は,このほか大敵の活動 によっても規制 されるが ),今bl

は訓辞の対象から除外 し/I.

7プラムシの発生はオオムギの系統によって,fIのあることが知 られている34･9･12),今

回の調査で1984年から19861F-までの 3年町 二相付けられた5.420系統LTl,耐肝性 を持つ系

統として67系統 を選抜 した.圃場におけるアブラムシの発生砧 よ,気象の変動や叔培環境

などの各種安閑によって影印 されやすいので反招調査 をする必要があら.

次に見本用として毎年植付けられる45系統 について反視調発 を行ったところ,アブラム

シの発生立は,オオム羊の退転的差異により,ある程度の年次的相 対があることが示唆 さ

れた.

摘 要

オオムギ圃場におけるムギ軒アブラムシの発生消長 を,1984-1986年の 3年間にわたっ

て調奄 した･オオム羊に寄生するアプラムシの穂掛 よムギクビレアプラムシ, トウモロコ

シアプラムシ,ムギ ヒゲナガアブラムシ,及びムギミドリアプラムシであった. 4維新の

アプラムシのうちムギクビレアプラムシの焚生-;.:.が故も多 く,次いで トウモロコシアプラ

ムシ,ムギヒゲナガ7プラムシ,ムギ ミドリアプラムシa)順であった.1985年の調査では,

ムギクビレアプラムシu 4月30口から6月11E)まで発止 し,発′･巨の山は 6月4日であった.

トウモロコシ7プラムシとムギヒゲナガアプラムシは4月23日に出現 し,4月30日に-T'-く

も発Jtの山が現われるが,その後次第に減少 した.ムギ ミド･)アプラムシは5月 7口に出

現 し,6月ユ1日まで発′ELたが,発生iiは他のアブラムシに比べると非常に少なかった.
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